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技術革新時代に思うこと 
 
 情報教育センター 所長 山田和敏 
 
近年、いろいろな新しい言葉を耳にする。若者言葉なら還暦を迎えた私に分からなくて
も当然であるので、それほど気にならない。しかし、情報関連や経済関連の用語なら職業
柄無視するわけにはいかないので、直ぐにインターネットで調べて理解するように心掛け
ている。しかし、似たような言葉も多いし、解説を読んだだけではなかなか理解できない
ものも多い。 
私のゼミ生が書いた小論文にフィンテック（finance と technology を合わせた造語）とい
う用語が出てきた。小論の内容から、直ぐに用語の意味は推測できたのだが、近年の金融
分野における情報技術の応用が凄まじいものであることを教えられた。また、複数の学生
の小論文には、いたる所に AI（人工知能、Artificial Intelligence）という用語が登場してい
た。彼らのテーマは人口問題、賃金格差問題、金融問題、環境問題など異なってはいたが、
一様に AI という言葉に言及していた。そういえば、最近、テレビでも AI の発展と応用に
関する特集が組まれ、私も驚きをもって見た覚えがある。新聞やネットでも AI に関する
記事を読んだ。例えば、某国では AI 技術を用いてリアルタイムで車や個々人の動きを監
視するようになりつつあるとか、AI を組み込んだ将棋ソフトが自分自身で学習して 3 日程
でプロ棋士以上の能力を身に着けたとか、興味深いというか怖いというか、複雑な気持ち
となった。他にも、AI を組み込んだ超小型ドローン兵器が登場する映画の番宣もあった。 
あまり先のことを心配しても詮無いことかもしれないが、情報の技術革新によって今後
世の中はどのように変わっていくのだろうか。われわれは関心があろうが無かろうが、確
実に技術革新の影響を受ける運命にある。無くなる職業・無くならない職業の話題もよく
耳にするが、手順が確定している定型的職務は機械化され、そうでない非定型的職務は生
き残る。さらに、非定型的職務は、非定型的知識労働と非定型的肉体労働に二極化され、
先進国ではその傾向が顕在化してきているそうである。そうすると、教員とお笑い芸人は
生き残れるかもしれない。ケインズは 1930 年の記事で、技術革新により省力化が進み、技
術的失業が広がることを警告したが、幸い、技術革新は省力化をもたらすと同時に新たな
業務も生み出し、全体としては極端な失業は生み出されていない。しかしながら、クラウ
ドコンピューティングの進展により業務・職務（内容）の変化・転換スピードが急上昇し
ていることは言わずもがなの事柄である。 
いずれにしても、本学において時代の趨勢にあった教育を行う必要があろう。矛盾する
ような言い回しかもしれないが、流れを追うこともある意味大切であり、流れを追わない
こともある意味大切である。流れの本質を見極めたうえで、情報教育センターの役割を考
え、施設ならびに施設の利便性を充実させていきたい。 
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